
　
　
　
　
　
　
　
カ
エ
サ
ル
（
古
代
ロ
ー
マ
の
軍
人
）

　
人
間
な
ら
ば
誰
に
で
も
、
現
実
の
す
べ
て
が

　
見
え
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
多
く
の
人
は
、
見
た
い
と
欲
す
る
現
実
し
か

　
見
て
い
な
い
。

　　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
全
世
界
に
拡

大
し
て
い
ま
す
。
日
本
で
も
三
月
上
旬
か
ら
首
都

圏
を
中
心
に
蔓
延
し
、
終
息
ま
で
数
年
を
要
す
る

と
の
予
想
で
す
。ウ
イ
ル
ス
と
共
に
人
々
に
広
が
っ

て
い
る
の
が
、「
過
度
な
恐
怖
」
で
す
。「
自
粛
警
察
」

と
呼
ば
れ
る
、
外
出
や
休
業
自
粛
に
応
じ
て
い
な

い
個
人
や
企
業
に
対
し
て
嫌
が
ら
せ
の
よ
う
な
電

話
や
貼
紙
を
行
う
人
々
は
、
過
度
な
恐
怖
の
あ
ま

り
、
感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
失
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
、そ
う
い
っ

た
人
々
は
「
確
証
バ
イ
ア
ス
」
に
陥
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
と
い
う
指
摘
が
あ
り
ま
す
。「
確
証
バ
イ
ア

ス
」
と
は
、
仮
説
や
信
念
を
検
証
す
る
際
に
そ
れ

を
支
持
す
る
情
報
ば
か
り
を
集
め
、
反
証
す
る
情

報
を
無
視
ま
た
は
集
め
よ
う
と
し
な
い
傾
向
の
こ

と
で
す
。
今
回
の
自
粛
警
察
騒
動
の
中
で
も
、
営

令和 2年 6月 4日（木）発行

業
時
間
を
守
っ
て
い
た
居
酒
屋
に
中
傷
目
的
の
貼

紙
を
し
た
人
は
、
か
ね
て
か
ら
被
害
店
主
を
よ
く

思
っ
て
い
な
か
っ
た
人
だ
っ
た
と
い
う
例
が
あ
り

ま
し
た
。
人
は
誰
し
も
「
自
分
が
正
し
い
と
思
い

た
い
」
と
い
う
価
値
観
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、「
確
証
バ
イ
ア
ス
」
を
持
ち
、「
先
入
観
」

で
物
事
を
見
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
冒
頭
の
こ
と

ば
は
、
そ
ん
な
人
間
の
傾
向
を
ず
ば
り
言
い
当
て

て
お
り
、
こ
の
ウ
イ
ル
ス
禍
に
お
い
て
は
、
恐
怖

が
募
る
ば
か
り
に
そ
の
傾
向
が
強
ま
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
仏
さ
ま
の
教
え
の
一
つ
「
如
実
知
見
」（
物
事

を
あ
り
の
ま
ま
に
見
る
）
は
、
私
た
ち
が
目
指
す

べ
き
物
事
の
見
方
で
す
。
恐
怖
や
不
安
を
感
じ
た

時
こ
そ
、
居
住
ま

名
句
・
名
言
に
学
ぶ

◆「
月
例
写
経・写
仏
会
」（
予
約
不
要
）

日
時―

六
月
二
十
八
日（
日
）、七
月
二
十
六
日（
日
）、

八
月
二
十
三
日（
日
）　
午
後
一
時
〜
三
時

内
容―

ミ
ニ
法
話
〜
写
経・写
仏

場
所―

中
広
間　
参
加
費―

五
百
円　
　
備
考―
椅
子
席

（
令
和
二
年
六
月
〜
八
月
）

（
令
和
二
年
八
月
〜
九
月
）

　
　
　
　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
四
月
〜

五
月
の
各
種
講
座
（
坐
禅
会
・
写
経
会
）
を
中
止
い
た
し
ま
し
た
が
、
緊
急
事

態
宣
言
の
解
除
を
受
け
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
意
識
し
、
消
毒
や
換

気
を
し
っ
か
り
行
い
つ
つ
再
開
い
た
し
ま
す
。
不
安
の
多
い
社
会
状
況
だ
か
ら

こ
そ
、引
き
続
き
、「
お
寺
が
で
き
る
こ
と
」
を
提
供
し
て
参
り
ま
す
。（
副
住
職
）

令
和
二
年
八
月
上
旬
に
発
行
予
定
で
す
。
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P.４

第 58号

第
四
十
一
回

Ｑ
，
枕
経
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
．
枕
経
と
は
本
来
、
臨
終
の
場
で
死
に

瀕
し
た
方
の
不
安
を
取
り
除
き
、
安
ら
か

に
最
期
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
と
の
願
い

を
込
め
て
唱
え
ら
れ
て
い
た
お
経
で
し
た
。

つ
ま
り
、
生
き
て
い
る
方
に
対
し
て
経
文

を
読
み
聞
か
せ
る
こ
と
が
、
枕
経
と
よ
ば

れ
る
仏
事
の
本
意
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
れ

が
現
在
は
死
後
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
変
化

し
、
広
く
世
の
中
に
定
着
し
ま
し
た
。
お

身
内
の
方
が
亡
く
な
っ
た
ら
、
故
人
を
自

宅
や
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
に
安
置
し
、
枕

飾
り
を
整
え
た
あ
と
、
菩
提
寺
に
連
絡
し

て
僧
侶
に
枕
経
を
ご
依
頼
く
だ
さ
い
。
菩

提
寺
の
僧
侶
は
連
絡
を
受
け
た
あ
と
、
可

能
な
限
り
早
く
故
人
の
も
と
に
駆
け
付
け
、

亡
く
な
っ
た
方
が
迷
い
な
く
歩
ま
れ
る
よ

う
、
ま
た
、
死
後
の
安
穏
を
願
っ
て
お
経

を
お
唱
え
し
ま
す
。
当
寺
の
場
合
、
枕
経

で
は
お
経
の
お
唱
え
の
前
後
に
火
葬
・
通

夜
・
葬
儀
の
日
程
相
談
を
行
っ
て
い
る
ほ

か
、
亡
く
な
っ
た
方
の
生
前
の
様
子
や
お

人
柄
な
ど
を
お
聞
き
し
、
お
授
け
す
る
お

戒
名
や
通
夜
説
教
の
参
考
に
し
て
い
ま
す
。

※

参
考
『
お
く
る
〜
曹
洞
宗
の
葬
儀
と
供
養
〜
』（
曹

洞
宗
岐
阜
県
青
年
会
編
・
水
曜
社
刊
）

曹洞宗テレホン法話
曹洞宗宗務庁運営

0120-508-740
携帯の方は 03-3454-5410

曹洞宗テレホン法話
「心の電話」

曹洞宗東北管区教化センター運営

022-218-4444

◆「
暁
天
坐
禅
会
」（
予
約
不
要
）

日
時―

六
月
七
日（
日
）、六
月
二
十
一
日（
日
）、七
月
五
日（
日
）、

七
月
十
九
日（
日
）、八
月
二
日（
日
）、八
月
二
十
三
日（
日
）

午
前
七
時
〜
八
時　

※

坐
禅
指
導
希
望
の
方
は
午
前
六
時
半
集
合

内
容―

禅
語
紹
介
〜
坐
禅
〜
法
要

場
所―

本
堂　
参
加
費―

無
料　
備
考―

椅
子
坐
禅
可
能

服
装―

動
き
や
す
い
服
装
で
。（
ス
カ
ー
ト・ジ
ー
ン
ズ
不
可
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、
当
面
の
間
以
下
の
対
応
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

【
全
体
】

・
屋
内
で
は
な
る
べ
く
マ
ス
ク
を
着
用
く
だ
さ
い
。

・
節
句
、
お
盆
、
彼
岸
、
年
末
年
始
の
位
牌
堂
へ

　
の
お
参
り
は
、
混
雑
時
を
お
避
け
く
だ
さ
い
。

・
以
下
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
法
要
へ
の

　
参
列
・
参
拝
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

　
□
発
熱
（
３
７
．
５
度
以
上
）、
又
は
３
７
．
５

　
　
度
以
上
の
発
熱
と
症
状
（
咳
、
痰
、
息
切
れ
、

　
　
倦
怠
感
、
嘔
吐
、
下
痢
）

　
□
味
覚
・
嗅
覚
異
常
（
２
週
間
以
内
）

・
お
い
で
の
際
と
お
帰
り
の
際
は
、
必
ず
手
洗
い
も

　
し
く
は
手
指
の
消
毒
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
感
染
が
拡
大
し
た
場
合
、
行
事
自
体
を
中
止
、　

　
も
し
く
は
参
列
不
可
と
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま

　
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※

中
止
の
場
合
は
、
当
寺
の
公
式
Ｈ
Ｐ
で
そ
の
旨

　
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
各
種
講
座
に
つ
い
て
】

・
各
種
講
座
内
の
法
座
（
茶
話
会
）
は
中
止
し
、 

　
席
と
席
の
間
隔
を
あ
け
、
換
気
を
頻
繁
に
行
う

　
な
ど
の
対
応
を
し
ま
す
。

【
葬
儀
・
法
事
に
つ
い
て
】

・
人
数
制
限
は
設
け
ず
、
席
と
席
の
間
隔
を
あ
け
、

　
換
気
を
頻
繁
に
行
う
な
ど
の
対
応
を
し
ま
す

・
ス
マ
ー
ト
ホ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
、

　
オ
ン
ラ
イ
ン
中
継
が
で
き
る
よ
う
無
料
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ

　
を
整
備
い
た
し
ま
す
。（
六
月
中
予
定
）

□
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

　
の
た
め
の
当
寺
の
対
応
に
つ
い
て

【
迎
え
火
・
送
り
火
萬
灯
会
へ
の
献
灯
に
つ
い
て
】

○
献
灯
料
：
紙
製
カ
ッ
プ
ロ
ー
ソ
ク
・
五
百
円
（
迎
え

　
火
用
・
送
り
火
用
そ
れ
ぞ
れ
）

○
頒
布
：
八
月
一
日
（
土
）
よ
り
当
寺
事
務
所
に
て
。

○
備
考
：
迎
え
火
・
送
り
火
両
日
と
も
、
午
後
六
時
ま

　
で
に
当
寺
事
務
所
か
屋
外
受
付
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※

カ
ッ
プ
ロ
ー
ソ
ク
に
は
、
亡
き
方
へ
の
メ
ッ
セ
ー　

　
ジ
や
、「
○
○
家
先
祖
代
々
供
養
」「（
戒
名
）霊
位
供
養
」

　
等
と
お
書
き
く
だ
さ
い
。

【
お
参
り
に
つ
い
て
】

○
カ
ラ
ス
や
野
生
動
物
等
が
散
ら
か
し
ま
す
の
で
、
お

　
供
え
に
な
っ
た
供
物
に
つ
い
て
は
、
お
持
ち
帰
り
く

　
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。（
缶
・
瓶
飲
料
、
湯
飲

　
み
等
含
む
）

○
お
花
は
供
え
た
ま
ま
で
結
構
で
す
が
、
供
え
る
際
は
、

　
透
明
な
包
み
紙
を
取
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

○
ゴ
ミ
は
全
て
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

■
八
月
十
三
日（
木
）

「
迎
え
火
萬
灯
会
」午
後
六
時
半
〜
午
後
八
時
半 ※

荒
天
時
は
本
堂　

■
八
月
十
六
日（
日
）

「
盂
蘭
盆
会 

施
食
会
法
要
」（
本
堂
）午
前
十
一
時
〜

※

同
日
午
後
二
時
よ
り
、「
永
代
供
養
墓
苑
合
同
供
養
祭
」 ※

荒
天
時
は
本
堂

「
送
り
火
萬
灯
会
」午
後
六
時
半
〜
午
後
八
時
半 ※

荒
天
時
は
本
堂

■
九
月
二
十
二
日（
秋
分
の
日
）

「
秋
季 

彼
岸
会
法
要
」（
本
堂
）午
前
十
一
時
〜

※

同
日
午
後
二
時
よ
り
、「
永
代
供
養
墓
苑
合
同
供
養
祭
」※

荒
天
時
は
本
堂

い
を
正
し
、
深
呼

吸
を
し
て
心
を
調

え
、
先
入
観
な
く

周
囲
の
物
事
を
冷

静
に
見
る
こ
と
に

努
め
て
参
り
た
い

も
の
で
す
。　
　

　
　
　
（
副
住
職
）

本堂前のドウダンツツジ

【
引
越
・
長
期
不
在
の
方
へ
】

○
引
越
や
施
設
入
所
等
に
よ
る
長
期
不
在
の
た
め
、
戸

　
主
の
方
と
連
絡
が
取
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
増
え
て
お
り

　
ま
す
。
引
越
や
長
期
不
在
の
際
は
、
必
ず
当
寺
ま
で

　
新
住
所
・
連
絡
先
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
ち
い

ほ
っ

ひ
ん

の
ん


